
67

近
世
妙
心
寺
派
に
お
け
る
頂
相
制
作
の
一
例

│ 

水
谷
憬
南
・
中
天
景
団
の
作
例 

│

花
園
大
学
歴
史
博
物
館
研
究
員

志　
　

水　
　

一　
　

行

は
じ
め
に
│
こ
れ
ま
で
の
妙
心
寺
派
に
お
け
る
頂
相
の
研
究
│

全
国
に
三
四
〇
〇
ヶ
寺
余
り
の
末
寺
を
有
す
る
妙
心
寺
。
応
燈
関
一
流
と
し
て
、
妙
心
寺
開
山
・
関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
〜
一

三
六
一
）
の
法
灯
が
妙
心
寺
を
は
じ
め
そ
の
末
寺
に
て
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

去
る
二
〇
〇
九
年
、
妙
心
寺
開
山
無
相
大
師
（
関
山
慧
玄
）
六
五
〇
年
遠
諱
大
法
会
が
厳
修
さ
れ
、
遠
諱
を
記
念
し
て
妙
心

寺
の
永
い
歴
史
の
な
か
で
蓄
積
さ
れ
た
文
化
財
の
数
々
を
紹
介
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
、
東
京
国
立
博
物
館
お

よ
び
京
都
国
立
博
物
館
の
ほ
か
、
名
古
屋
市
博
物
館
、
九
州
国
立
博
物
館
で
あ
り
、
妙
心
寺
の
み
な
ら
ず
東
北
か
ら
沖
縄
ま
で

に
い
た
る
妙
心
寺
派
寺
院
の
寺
宝
が
展
観
さ
れ
た
。
各
館
が
所
在
す
る
地
域
に
お
け
る
妙
心
寺
派
の
展
開
と
と
も
に
、
寺
宝
の

数
々
が
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
関
山
禅
と
妙
心
寺
派
寺
院
の
文
化
財
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
文
化
財
を
概
観
し
た
と
き
、
多
彩
な
文
化
財
の
な
か
で
も
、
肖
像
画
の
優
品
が
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
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付
か
さ
れ
る
。
戦
国
期
以
降
、
時
の
有
力
者
を
迎
え
て
寺
勢
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
妙
心
寺
派
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
支
え
た

外
護
者
の
肖
像
画
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
妙
心
寺
派
寺
院
は
「
肖
像
画
の
宝
庫
」
と
も
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
数
を
上
回
る
の
が
、
祖
師
の
す
が
た
を
描
い
た
頂
相
で
あ
る
。
妙
心
寺
派
寺
院
に
限
ら
ず
、
師
資
相
承
を
重

ん
じ
る
禅
宗
寺
院
で
は
、
歴
世
の
頂
相
が
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
大
切
に
遺
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
頂
相
の
な
か
に
は
、
肖
像
画
と
同
様
、
当
時
の
画
壇
に
お
い
て
名
を
馳
せ
た
絵
師
た
ち
が
描
い
て
い
る
作
品
も
あ

る
。
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
狩
野
元
信
筆
「
鄧
林
宗
棟
像
」（
自
賛
、
京
都
府
京
都
市
・
龍
安
寺
）
や
狩
野
探
幽
筆
「
愚
堂
東
寔
像
」

（
自
賛
、
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
・
大
仙
寺
）
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
狩
野
派
絵
師
の
作
と
目
さ
れ
て
い
る
頂
相
も
少
な
く
な

い
。し

か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
近
世
初
頭
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
頂
相
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
制
作
さ
れ
た
頂
相
が
紹
介
さ
れ
る

機
会
は
少
な
い
。
近
年
に
お
い
て
は
、
木
村
了
琢
と
同
じ
く
木
村
姓
を
名
乗
っ
た
近
世
絵
仏
師
の
徳
応
や
、
そ
の
後
継
者
と
推

測
さ
れ
る
貞
綱
（
徳
栄
）
ら
に
よ
る
頂
相
の
存
在
が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
徳
応
と
貞
綱
（
徳
栄
）
に
お
い
て
は
、
秋
山

光
和
氏
お
よ
び
樋
口
智
之
氏
、
渡
邊
雄
二
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
の
精
緻
な
研
究
に
よ
っ
て
、
臨
済
宗
寺
院
の
ほ
か
黄
檗
宗

寺
院
に
て
多
数
の
遺
作
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
妙
心
寺
派
・
大
徳
寺
派
寺
院
で
の
制
作
が
目
立
つ
。
そ
の
活
動
範
囲
は

全
国
各
地
に
お
よ
び
、
両
者
と
も
に
一
般
的
な
仏
画
を
描
く
ほ
か
、
頂
相
の
遺
作
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
近
世
に
お
け
る
頂
相
研
究
は
い
ま
だ
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
近
世
に
入
っ
て

著
し
い
発
展
を
遂
げ
、
寺
勢
の
拡
大
を
み
る
妙
心
寺
派
。
そ
の
歴
史
ゆ
え
、
近
世
に
制
作
さ
れ
た
頂
相
が
圧
倒
的
に
多
く
、
近

世
妙
心
寺
派
を
め
ぐ
る
美
術
を
考
え
る
上
で
は
、
頂
相
の
研
究
が
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
近

世
の
頂
相
研
究
が
当
該
期
の
妙
心
寺
派
の
動
向
と
、
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
の
糸
口
と
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
と
論
者
は
考
え
て
い
る
。
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本
稿
に
お
い
て
は
、
妙
心
寺
派
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
示
唆
す
る
一
例
と
し
て
、
妙
心
寺
派
寺
院
に
て
頂
相
制
作
を

行
っ
て
い
た
二
人
の
絵
師
を
と
り
あ
げ
た
い
。
そ
の
名
は
「
水
谷
憬
南
」
と
「
中
天
景
団
」。
論
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国

数
ヶ
寺
の
妙
心
寺
派
寺
院
を
対
象
と
し
た
文
化
財
調
査
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
調
査
で
は
、
決
ま
っ
て
「
水
谷

憬
南
」
と
「
中
天
景
団
」
と
い
う
人
物
が
描
い
た
頂
相
に
出
会
う
。
は
じ
め
は
「
水
谷
憬
南
」
と
「
中
天
景
団
」
と
い
う
頂
相

画
家
の
存
在
を
知
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
数
点
の
作
例
に
出
会
う
な
か
に
お
い
て
、
地
域
性
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
近
世
妙
心
寺

派
寺
院
に
お
け
る
頂
相
制
作
の
一
断
面
を
目
の
当
た
り
に
し
た
よ
う
に
お
も
え
た
。「
水
谷
憬
南
」
と
「
中
天
景
団
」
の
存
在

が
近
世
頂
相
研
究
に
新
た
な
視
点
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
、
こ
こ
に
二
人
の
作
例
を
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
作
品
詳
細
デ
ー
タ
の
記
載
を
心
が
け
た
も
の
の
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
作

品
の
図
版
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、《
注
》
に
て
各
作
品
の
図
版
所
載
を
明
記
し
た
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

本
稿
末
尾
に
は
、
論
者
が
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
作
品
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
カ
ラ
ー
図
版
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
作
品

の
図
版
を
掲
載
し
た
。

水
谷
憬
南
の
作
例

こ
れ
ま
で
、
妙
心
寺
派
寺
院
の
調
査
に
お
い
て
、「
憬
南
」
印
が
捺
さ
れ
る
頂
相
を
数
点
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
印

を
と
も
な
う
頂
相
か
ら
は
、
絵
師
と
し
て
の
高
い
技
術
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
近
世
に
お
け
る
多
く
の
頂
相
の
な
か
に

あ
っ
て
一
際
目
を
引
く
作
例
ば
か
り
で
あ
る
。
論
者
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
作
例
は
九
点
で
あ
り
、
こ
の
う

ち
七
点
に
お
い
て
詳
細
な
調
査
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
九
点
の
作
例
を
列
挙
す
る
。
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【
水
谷
憬
南
作
品
リ
ス
ト
】

№

作
品
名
称

賛
者
等

員
数

品
質

法
量
（
㎝
）

時
代

所
蔵

①

亮
山
恵
林
像

自
賛

一
幅

元
文
二
年

（
一
七
三
七
）
大
徳
寺

（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

②

頑
海
慈
海
像

自
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦　

九
三
・
七　

横
二
七
・
五

明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
麟
祥
院

（
東
京
都
文
京
区
）

③

芳
山
祖
海
像

普
山
祖
宰
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦
一
一
五
・
八　

横
五
〇
・
六

明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
大
仙
寺

（
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
）

④

古
月
禅
材
像

翠
巌
従
真
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦　

八
七
・
〇　

横
三
二
・
一

明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
福
聚
寺

（
福
岡
県
久
留
米
市
）

⑤

安
禅
宜
泰
像

普
山
祖
宰
賛

一
幅

紙
本
着
色

縦
一
〇
四
・
二　

横
四
三
・
九

明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
大
勝
寺

（
岐
阜
県
大
垣
市
）

⑥

東
嶺
圓
慈
像

自
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦　

六
七
・
八　

横
二
五
・
五

明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
龍
澤
寺

（
静
岡
県
三
島
市
）

⑦

千
巌
祖
鈞
像

東
嶺
圓
慈
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦　

九
九
・
三　

横
四
五
・
三

江
戸
時
代

（
十
八
世
紀
）
齢
仙
寺

（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

⑧

昊
巌
義
喬
像

東
嶺
圓
慈
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦
一
〇
九
・
八　

横
四
六
・
二

江
戸
時
代

（
十
八
世
紀
）
齢
仙
寺

（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

⑨

古
林
義
発
像

月
舩
禅
慧
賛

一
幅

紙
本
着
色

縦
一
〇
二
・
一　

横
四
二
・
〇

江
戸
時
代

（
十
八
世
紀
）
恵
林
寺

（
山
梨
県
甲
州
市
）

①
亮
山
恵
林
像　
　

自
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

江
戸
時
代　

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

（　

）
8



71

大
徳
寺
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

﹇
賛
文
﹈

看
通
身
泥
水

是
什
麼
標
致

手
裏
黒

腥
風
捲
大
地

阿
呵
々

是
非
既
落
傍
人
耳

洗
到
無
塵
還
不
是

喝
元
文
二
歳
丁
巳

之
孟

寓
大
徳
林
亮
山
自
題

②
頑
海
慈
湛
像　
　

自
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

九
三
・
七
㎝　

横  

二
七
・
五
㎝

江
戸
時
代　

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

麟
祥
院
（
東
京
都
文
京
区
）

印
章
│
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）・「
憬
南
」（
白
文
方
印
）

（　

）
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﹇
賛
文
﹈

  （「
仏
心
宗
」
白
文
楕
円
印
）

這
瞎
痴
頑
有
頭
無
脳
施
与
你
者
不
名
福
田

供
養
你
者
墮
三
悪
道
可
謂
仏
法
中
大
罪
人

苟
不
自
讃
謹
顧
醜
老　
　
　

明
和
乙
酉
仲
夏
天
沢
八
世
六
十
二
翁
湛
頑
海

書
以
応
于
具
寿
効
桂
需
（「
不
往
軒
」
白
文
方
印
）（「
湛
頑
海
」
朱
文
方
印
）

③
芳
山
祖
海
像　
　

普
山
祖
宰
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

一
一
五
・
八
㎝　

横  

五
〇
・
六
㎝

江
戸
時
代　

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

大
仙
寺
（
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町
）

款
記
│
「
法
橋
水
谷
憬
南
画
」

印
章
│
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）・「
憬
南
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
臨
済
正
宗
」
朱
文
楕
円
印
）

大
仙
芳
老
和
尚
之
寿
像
成
矣

時
以
寝
疾
不
及
賛
之
既
示
寂
云

（　

）
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近
令
嗣
康
林
寧
禅
師
遠
来
就
余

請
賛
余
与
芳
和
尚
非
啻
宗
盟
亦

有
旧
交
之
親
誼
不
可
辞
遂
為
之

賛
曰

再
住
法
山
徳
沢
溢
海
久
董
大
仙

真
儀
如
在
勿
謂
丹
青
画
不
成
温
乎

面
目
有
光
彩

明
和
丁
亥
建
辰
之
月

賜
紫
沙
門
普
山
叟
祖
宰
謹
賛
于

慈
渓
笏
室
（「
祖
宰
之
印
」
白
文
方
印
）（「
替
山
人
」
朱
文
方
印
）

④
古
月
禅
材
像　
　

翠
巌
従
真
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

八
七
・
〇
㎝　

横  

三
二
・
一
㎝

江
戸
時
代　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）

福
聚
寺
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

印
章
│
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）・「
憬
南
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

（　

）
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  （「〈
印
文
不
明
〉」
朱
文
楕
円
印
）

吾
三
頓
旧
冤
讎

慚
汗
昔
時
浹
背
隊

　

咄

濫
鎮
解
脱
幾
千
秋

明
和
七
秊
八
月
十
七
日
的
嗣
小
師
浅
水
菴
翁

八
十
八
従
真
翠
巌
和
南
焚
香
拝
賛
（「
翠
巌
」
白
文
方
印
）（「
従
真
之
印
」
朱
文
方
印
）

⑤
安
禅
宜
泰
像　

普
山
祖
宰
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

紙
本
着
色

縦  

一
〇
四
・
二
㎝　

横  

四
三
・
九
㎝

江
戸
時
代　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）

大
勝
寺
（
岐
阜
県
大
垣
市
）

印
章
│
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）・「
憬
南
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
臨
済
正
宗
」
朱
文
楕
円
印
）

前
大
勝
安
禅
泰
禅
師
之
肖
像
成
矣

令
嗣
転
幽
実
公
就
余
請
賛
余
不

忍
辞
遂
為
之
賛
賛
曰

（　

）
12
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安
禅
不
動
身
意

泰
然　

咄

謹
知
転
処
実
能

幽
玄

明
和
七
年
庚
寅
之
秋
八
月
初
三

三
住
妙
心
普
山
叟
祖
宰
謹
賛
于

慈
渓
之
笏
室

　
　
　
　
（「
釈
氏
祖
宰
」
朱
文
方
印
）（「
普
山
之
印
」
白
文
方
印
）

⑥
東
嶺
圓
慈
像　
　

自
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

六
七
・
八
㎝　

横  

二
五
・
五
㎝

江
戸
時
代　

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

龍
澤
寺
（
静
岡
県
三
島
市
）

印
章
│
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）・「
憬
南
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
淲

逆
水
」
朱
文
楕
円
印
）

臨
済
宝
剣
磨
来
隠
東

（　

）
13
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山
嶺
雲
門
古
曲
奏
成

睡
南
浦
春

元
啓
居
士
図
予
幻
質
来
請

賛
仍
加
一
語
以
示
具
隻

眼
底
漢

明
和
八
年
辛
卯
二
月
日
龍
澤
東
嶺
頭
佗
書
（
花
押
）（「
東
嶺
」
朱
文
円
印
）（「
圓
慈
」
白
文
円
印
）

⑦
千
巌
祖
鈞
像　
　

東
嶺
圓
慈
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

九
九
・
三
㎝　

横  

四
五
・
三
㎝

江
戸
時
代
（
十
八
世
紀
）

齢
仙
寺
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

印
章
│
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）・「
憬
南
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
雲
門
臨
済
百
華
之
春
」
白
文
長
方
印
）

天
月
地
水

一
鈞
千
巌

開
禅
薩
摩

捨
化
齢
僊

（　

）
14
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是
曰
前
住
無
量
後
住
雲
山

岩
老
和
尚
歟
堂
々
面
目
誰

敢
摸
索　
　

咄

　

徳
山
老
人
円
慈
謹
賛
（
花
押
）（「
圓
慈
」
白
文
方
印
）（「
東
嶺
」
朱
文
方
印
）

⑧
昊
巌
義
喬
像　
　

東
嶺
圓
慈
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

一
〇
九
・
八
㎝　

横  
四
六
・
二
㎝

江
戸
時
代
（
十
八
世
紀
）

齢
仙
寺
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

印
章
│
「
水
谷
」（
白
文
円
印
）・「
憬
南
」（
朱
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
雲
門
臨
済
百
華
之
春
」
白
文
長
方
印
）

駿
南
清
水
英
産

江
国
独
照
嗣
師

一
箇
昊
岩
擬
難

依
禅
不
依
義
伊

　

東
嶺
敬
題
（
花
押
）（「
圓
慈
」
白
文
方
印
）（「
東
嶺
」
朱
文
方
印
）

（　

）
15
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⑨
古
林
義
発
像　
　

月
舩
禅
慧
賛　

水
谷
憬
南
筆　

一
幅

紙
本
着
色

縦  
一
〇
二
・
一
㎝　

横  

四
二
・
〇
㎝

江
戸
時
代
（
十
八
世
紀
）

山
梨
県
甲
州
市
・
恵
林
寺

印
章
│
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）・「
憬
南
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
華
亭
」
朱
文
長
方
印
）

乾
徳
不
気

仏
徳
非
心

一
華
発
明

千
古
祇
林

醍
醐
為
毒

瓦
礫
作
金

亀
毛
払
備
一
種
平
惺
之
掌

兎
角

桃
万
法
不
到
之
陰

曽
彼
是
前
当
山
古
林
発
大
和
尚
麼

笛
水
波
證
存
乳
源

　

東
輝
菴
月
舩
禅
慧
拝
讃

（　

）
16
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（「
禅
慧
」
白
文
方
印
）（「
月
舩
」
朱
文
方
印
）

こ
れ
ら
「
憬
南
」（
白
文
方
印
）
を
捺
す
作
品
は
、「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）
も
し
く
は
「
水
谷
」（
白
文
円
印
）
を
と
も
な
う
。

②
「
頑
海
慈
湛
像
」・
③
「
芳
山
祖
海
像
」・
④
「
古
月
禅
材
像
」・
⑤
「
安
禅
宜
泰
像
」・
⑥
「
東
嶺
圓
慈
像
」・
⑦
「
千
巌
祖

鈞
像
」・
⑨
「
古
林
義
発
像
」
に
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
、
⑧
「
昊
巌
義
喬
像
」
の
み
に
「
水
谷
」（
白
文
円
印
）

と
「
憬
南
」（
朱
文
方
印
）
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
使
用
印
は
「
水
谷
法
橋
」（
朱
文
方
印
）
四
種
、「
水
谷
」（
白
文
方
印
）
一
種
、

「
憬
南
」（
白
文
方
印
）
三
種
、「
憬
南
」（
朱
文
方
印
）
一
種
に
分
類
で
き
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
印
文
に
よ
り
、
九
点
の
頂
相
を
描
い
た
の
は
「
水
谷
憬
南
」
な
る
絵
師
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
近
世
に
お
け

る
画
史
・
画
伝
類
に
は
水
谷
憬
南
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
六
〜
一
七
六
九
）
門

下
の
ひ
と
り
東
嶺
圓
慈
（
静
岡
県
三
島
市
・
龍
澤
寺
二
世
、
一
七
二
一
〜
九
二
）
の
年
譜
で
あ
る
『
龍
澤
創
建
東
嶺
慈
老
和
尚
年
譜
』

（
京
都
府
亀
岡
市
・
法
常
寺
）
に
「
水
谷
憬
南
」
の
名
が
登
場
す
る
。
同
書
は
東
嶺
法
嗣
の
大
観
文
珠
（
京
都
府
亀
岡
市
・
法
常
寺
一
〇

世
、
一
七
六
六
〜
一
八
四
二
）
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
条
に
「
画
師
水
谷
憬
南
」
の
名

が
み
え
る
。

﹇
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
条
﹈

同
十
九
年
、
甲
寅
。

師
歳
十
四
。
亮
山
和
尚
、
因
事
登
華
園
。
師
嘗
念
、
写
受
業
之
真
懐
行
止
。
此
時
欲
侍
行
儀
山
不
敢
許
。
乃
詐
曰
、

我
欲
上
京
師
求
九
経
、
請
今
誘
我
。
山
復
止
之
。
師
強
而
請
。
遂
聴
随
之
。
先
上
京
師
、
倡
山
到
画
師
水
谷
憬
南
之

宅
、
令
憬
南
写
亮
山
之
寿
真
。
山
旋
、
言
師
于
求
九
経
。
師
曰
我
已
得
師
之
真
我
事
畢
。
山
聞
黙
然
。
惟
師
未
及
志

学
殆
有
老
成
之
籌
策
。

（　

）
17
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同
書
に
よ
れ
ば
、
大
徳
寺
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）
に
あ
っ
た
東
嶺
圓
慈
は
、
受
業
の
師
で
あ
る
亮
山
恵
林
（
大
徳
寺
四
世
、
？
〜

一
七
五
〇
）
が
花
園
妙
心
寺
に
登
る
の
に
際
し
て
、
亮
山
に
随
行
す
る
こ
と
を
請
う
た
。
初
め
は
断
ら
れ
る
も
の
の
、
つ
い
に

許
し
を
得
て
亮
山
に
随
い
上
京
し
た
。
こ
の
折
り
に
画
師
水
谷
憬
南
の
も
と
へ
赴
き
、
か
ね
て
よ
り
望
ん
で
い
た
憬
南
の
寿
像

を
描
か
せ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
東
嶺
は
十
四
歳
。
は
た
し
て
、
ま
だ
十
四
歳
で
あ
っ
た
東
嶺
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の

か
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
こ
の
記
事
に
よ
り
、
水
谷
憬
南
は
京
都
に
居
を
構
え
、
同
地
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
さ
ら
に
、
現
存
作
品
が
関
東
地
方
か
ら
九
州
地
方
ま
で
全
国
各
地
に
伝
わ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
広
範
囲
か
ら
制
作
の

依
頼
を
受
け
る
妙
心
寺
派
の
中
心
的
な
頂
相
画
家
で
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

そ
の
活
躍
期
は
、
賛
文
に
年
記
を
有
す
る
現
存
作
例
か
ら
判
断
す
る
に
、
上
限
が
①
「
亮
山
恵
林
像
」
の
元
文
二
年
（
一
七

三
七
）、
下
限
が
⑥
「
東
嶺
圓
慈
像
」
の
明
暦
八
年
（
一
七
七
一
）
と
な
る
。
そ
の
他
、『
龍
澤
創
建
東
嶺
慈
老
和
尚
年
譜
』
の
記

述
お
よ
び
、
像
主
の
生
没
年
も
し
く
は
活
躍
期
を
勘
案
し
た
場
合
、
十
八
世
紀
頃
と
推
測
で
き
よ
う
。
な
お
、
東
嶺
圓
慈
が
①

「
亮
山
恵
林
像
」
を
描
か
せ
て
か
ら
三
十
四
年
後
に
、
自
身
の
頂
相
で
あ
る
⑥
「
東
嶺
圓
慈
像
」
に
賛
文
を
賦
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
着
賛
時
期
は
詳
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
東
嶺
は
⑦
「
千
巌
祖
鈞
像
」
と
⑧
「
昊
巌
義
喬
像
」
に
も
着
賛
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
水
谷
憬
南
と
東
嶺
は
長
期
に
わ
た
り
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
⑥
「
東
嶺
圓
慈
像
」
が
蔵
さ
れ
て
い

る
龍
澤
寺
は
、
東
嶺
が
白
隠
の
命
に
て
創
建
に
尽
力
し
た
禅
刹
で
あ
り
、
⑦
「
千
巌
祖
鈞
像
」
と
⑧
「
昊
巌
義
喬
像
」
は
、
東

嶺
示
寂
の
地
で
あ
る
故
郷
の
齢
仙
寺
に
伝
来
す
る
。
東
奔
西
走
し
教
化
に
つ
と
め
た
東
嶺
。
数
多
く
の
由
緒
寺
院
が
そ
の
足
跡

を
伝
え
る
が
、
龍
澤
寺
と
齢
仙
寺
は
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
東
嶺
の
生
涯
を
代
表
す
る
二
ヶ
寺
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
寺
に

水
谷
憬
南
と
東
嶺
を
結
ぶ
作
例
が
遺
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
水
谷
憬
南
と
東
嶺
が
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
よ
う
。

現
存
作
例
を
み
る
に
、
そ
の
像
容
は
、
法
被
を
掛
け
た
曲

に
坐
し
、
手
に
は
竹
篦
あ
る
い
は
払
子
を
執
る
。
ま
た
、
拄
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を
傍
ら
に
立
て
掛
け
る
も
の
も
見
う
け
ら
れ
、
頂
相
制
作
の
通
例
の
形
式
に
倣
っ
て
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
九
点
の
う
ち
、
②

「
頑
海
茲
湛
像
」・
④
「
古
月
禅
材
像
」・
⑤
「
安
禅
宜
泰
像
」
が
円
相
中
に
半
身
を
描
い
た
円
相
像
で
あ
り
、
こ
の
種
の
頂
相

も
得
意
と
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

い
ず
れ
の
作
例
か
ら
も
、
法
被
や
袈
裟
の
描
写
が
微
細
で
あ
る
と
と
も
に
、
像
全
体
を
通
し
て
の
人
体
表
現
を
は
じ
め
と
す

る
立
体
感
の
把
握
も
的
確
で
あ
り
、
職
業
画
家
と
し
て
の
高
い
画
技
が
う
か
が
え
る
。
こ
と
に
、
③
「
芳
山
祖
海
像
」・
⑨

「
古
林
義
発
像
」
は
、
緻
密
な
筆
致
に
加
え
、
顔
料
お
よ
び
金
泥
を
惜
し
み
な
く
用
い
て
彩
色
を
施
す
な
ど
、
憬
南
の
意
気
込

み
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
天
景
団
の
作
例

水
谷
憬
南
と
同
様
に
、
近
世
に
お
け
る
妙
心
寺
派
寺
院
に
て
頂
相
を
制
作
し
て
い
る
人
物
が
い
る
。
そ
の
人
物
が
描
く
頂
相

に
は
「
景
団
」（
白
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
中
天
」（
朱
文
方
印
）
を
と
も
な
う
。
こ
れ
ま
で
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
頂
相
作
例
は
三
点
で
あ
る
。
こ
の
人
物
の
特
徴
と
し
て
、
水
谷
憬
南
の
場
合
と
は
異
な
り
、
頂
相
以
外
の
作
例
を
も
見
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
論
者
が
確
認
・
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
五
点
の
作
例
を
列
挙
す
る
。
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【
中
天
景
団
作
品
リ
ス
ト
】

№

作
品
名
称

賛
者
等

員
数

品
質

法
量

時
代

所
蔵

①

淡
道
宗
廉
像

寧
山
良
泰
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦
一
一
三
・
〇　

横　

五
一
・
二

宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）

大
法
院

（
京
都
府
京
都
市
）

②

関
山
慧
玄
像

黙
雲
禅
宜
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦
一
一
四
・
八　

横　

五
七
・
三

正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）

妙
心
寺

（
京
都
府
京
都
市
）

③

東
法
純
季
像

古
月
禅
材
賛

一
幅

絹
本
着
色

縦
一
一
四
・
〇　

横　

五
七
・
四

享
保
十
一
年

（
一
七
二
六
）

恵
林
寺

（
山
梨
県
甲
州
市
）

④

布
袋
図

良
哉
元
明
賛

一
幅

紙
本
着
色

縦　

九
二
・
四　

横　

二
八
・
四

江
戸
時
代

（
十
八
世
紀
）

花
岳
寺

（
愛
知
県
西
尾
市
）

⑤

四
睡
図

一
幅

紙
本
墨
画

淡
彩

縦　

六
三
・
四　

横
一
一
九
・
〇

江
戸
時
代

（
十
七
〜
十
八
世
紀
）

麟
祥
院

（
京
都
府
京
都
市
）

①
淡
道
宗
廉
像　
　

寧
山
良
泰
賛　

中
天
景
団
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

一
一
三
・
〇
㎝　

横  

五
一
・
二
㎝

江
戸
時
代　

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

大
法
院
（
京
都
府
京
都
市
）　

款
記
│
「
中
天
埜
衲
拝
筆
」

印
章
│
「
景
団
」（
白
文
方
印
）・「
中
天
」（
朱
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

（　

）
18
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資
始
大
法　

荷
担
正
宗

曹
渓
滴
水　

万
歳
小
峯

拈
白
毫
払　

著
金
裁
縫

仏
魔
倶
打　

還
老
凍
膿

此
是
大
法
創
建
前
住
当
山
淡
道
廉
和
尚
之

肖
像
也
小
師
祖
桂
首
座
描
焉
于
時
老
拙

住
法
山
以
故
為
幸
請
賛
以
与
首
座
相
識

不
忍
拒
辞
執
觚
於
見
麼
軒
下

　
　

宝
永
三
丙
戌
季
夏
十
二
日

　
　
　

現
住
正
法
尾
陽
政
秀
主
宰
泰
寧
山
謹
賛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
寧
山
」
朱
文
方
印
）（「
良
泰
」
白
文
外
郭
付
方
印
）

②
関
山
慧
玄
像　
　

黙
雲
禅
宜
賛　

中
天
景
団
筆　

一
幅　

絹
本
着
色

縦  

一
一
四
・
八
㎝　

横  

五
七
・
三
㎝

江
戸
時
代　

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

妙
心
寺
（
京
都
府
京
都
市
）

印
章
│
「
景
団
」（
白
文
方
印
）・「
中
天
」（
朱
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

（　

）
19



84

這
老
和
尚
者

龍
宝
開
山
師
国
師
之
上
足
也

文
保
天
皇
在
位
後
居　

花
園
離
宮
時　

国
師
示
微
恙　

上
皇

遣
勅
使　

詔
曰　

国
師
今
付
大
法
者
既
是
多
其
内
誰
是
尤
得

大
機
大
用
者
須
承
的
旨　

朕
曽
参　

国
師
禅
雖

大
休
竭
旨

未
敢
能
発
転
格
外
之
玄
機　

国
師
百
年
後
猶
敲
其
奥　

国
師

云
有
慧
玄
蔵
主
者
老
漢
室
中
所
接
出
第
一
神
足
也
実
承
当

松
源
之
骨
髄
矣
天
然
以
風
顛
故
居
処
不
定
吾
滅
後
宣
尋
出

以
商
略
向
上
宗
乗
也　

上
皇
復
詔
国
師
曰　

朕
捨
離
宮
欲
為

禅
宮
伏
賜
山
号
寺
号
特
請　

関
山
以
令
為
住
持　

国
師
即
応

詔
山
云
正
法
名
寺
妙
心
蓋
以
準
梵
王
昔
献
花
日
大
迦
葉
破

顔
之
故
事
亦
所
以
請
師
兄
貴
正
脈
者
也　

勅
使
環
奏　

上
皇

上
皇
大
悦
也　

国
師
入
滅
後　

上
皇
遣
使
請
斯　

和
尚
於
濃

之
山
村
住
本
山
参
徒
亦
随
至
室
内
只
棒
雨
喝
雷
耳
於
此　

上

皇
亦
山
中
剏　

玉
鳳
院
而
居
之
以
旦
夕
鍛
錬　

睿
信
増
厚
竟

為　

開
山
祖
住
世
八
十
四
年
間
開
作
家
鑪
鞴
下
悪
辣
鉗
鎚
底

大
宗
匠
也
臨
示
寂
嘱
嗣
法
的
子
弼
授
翁
曰
吾
溘
然
後
汝
専
以

本
分
事
接
四
来
衲
子
而
合
振
起　

林
際
正
宗
切
莫
写
余
頂
相

授
翁
謹
任
遺
嘱
所
以　

開
山
祖
塔
号
微
笑
塔
中
只
建
牌
也
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滅
後
七
十
年
後
第
四
世
嫡
孫　

舜
日
峰
住
院
到
再
興
斯
寺
時

謂
諸
徒
曰
吾
祖
禁
頂
相
遺
嘱
一
代
奇
範
也
雖
然
末
代
児
孫
以

甚
為
憑
拠
但
須
命
画
師
令
図
大
方
尊
宿
之
体
裁
也
況
其
仏
与

菩
薩
形
像
何
敢
憑
其
模
範
以
為
必
哉
須
是
以
相
好
甚
厳
為
最

也
今
拠
曲

握
竹
箆
凛
然
威
風
逼
来
学
之　

尊
像
者
従
嫡
孫

自
由
三
昧
応
現
矣
夫
斯
之
謂　

妙
心
開
山
関
山
和
尚
者
也
哉

文
明
二
稔
龍
集
庚
寅
孟
秋
日
正
法
山
主
拙
孫
比
丘
宗
深
焚

香
九
拝
謹
記　

祖
師
大
略
云
是
皆
門
下
老
宿
所
語
可
謂
揚
家

醜
也　
　

正
徳
五
年
乙
未
李
夏
日　

現
四
住
当
山
黙
雲
禅
宜

焚
香
九
拝
謹
写
于
見
麼
軒　
　
　
　
　
　
　
（「
禅
宜
」
朱
文
壺
形
印
）（「
黙
雲
」
白
文
方
印
）

③
東
法
純
季
像　
　

古
月
禅
材
賛　

中
天
景
団
筆　

一
幅

絹
本
着
色

縦  

一
一
四
・
〇
㎝　

横  

五
七
・
四
㎝

江
戸
時
代　

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）

恵
林
寺
（
山
梨
県
甲
州
市
）

印
章
│
「
雪
獅
叟
印
」（
朱
文
方
印
）・「
景
団
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
臨
済
正
宗
」
朱
文
楕
円
印
）

（　

）
20
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得
荊
阜
玉　

秘
在
掌
中

智
優
才
賑　

臘
高
徳
豊

兵
灾
銷
尽　

仏
宇
紹
隆

栄
賜

服　

長
裏
祖
風

享
保
十
一
年
丙
午
結
冬
会
採

筆
於
奚
疑
軒
書

　
　
　
　

古
月
禅
材
稽
顙
九
礼
（「
禅
材
之
印
」
白
文
方
印
）（「
知
又
古
月
」
朱
文
方
印
）

④
布
袋
図　
　

良
哉
元
明
像　

中
天
景
団
筆　

一
幅

紙
本
着
色

縦  

九
二
・
四
㎝　

横  

二
八
・
四
㎝　

江
戸
時
代
（
十
八
世
紀
）

花
岳
寺
（
愛
知
県
西
尾
市
）

款
記
│
「
中
天
筆
」

印
章
│
「
景
団
」（
白
文
方
印
）

﹇
賛
文
﹈

  （「
華
岳
連
界
碧
」
白
文
長
方
印
）

脚
脱

鞋

頭
戴
布
袋

（　

）
21
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一
住

跳

這
老雲

山
良
哉
賛

　
（「
元
明
」
白
文
方
印
）（「
良
哉
」
朱
文
方
印
）　

⑤
四
睡
図　
　

中
天
景
団
筆　

一
幅

紙
本
墨
画
淡
彩

縦  

六
三
・
四
㎝　

横  
一
一
九
・
〇
㎝

江
戸
時
代
（
十
七
〜
十
八
世
紀
）

麟
祥
院
（
京
都
府
京
都
市
）

款
記
│
「
山
月
堂
」

印
章
│
「
景
団
」（
白
文
方
印
）

こ
れ
ら
五
点
す
べ
て
に
「
景
団
」（
白
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
、
①
「
淡
道
宗
廉
像
」
お
よ
び
②
「
関
山
慧
玄
像
」
は
「
中
天
」

（
朱
文
方
印
）
を
と
も
な
う
。
水
谷
憬
南
と
同
様
、「
景
団
」
お
よ
び
「
中
天
」
は
聞
き
慣
れ
な
い
印
文
で
あ
る
も
の
の
、
①
「
淡

道
宗

像
」
の
款
記
に
「
中
天
埜
衲
拝
筆
」
と
あ
り
、
僧
侶
、
な
か
で
も
禅
僧
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
そ
こ
で
、
妙
心

寺
関
係
資
料
を
ひ
も
と
く
と
、
龍
泉
派
下
景
堂
門
派
に
「
中
天
景
団
」
の
名
が
確
認
で
き
、
興
福
山
無
禿
寺
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

に
住
し
た
妙
心
寺
派
僧
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

無
禿
寺
の
『
寺
籍
調
査
票
』
に
よ
れ
ば
、
開
創
由
緒
は
「
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
開
創
。
開
山
東
伝
宗
嶼
禅
師
・
開
基
細

（　

）
22

（　

）
23

（　

）
24



88

井
佐
吾
平
。
当
山
は
、
明
暦
元
年
四
月
十
二
日
開
基
細
井
佐
吾
平
の
創
立
に
し
て
東
伝
宗
嶼
禅
師
を
請
じ
て
開
山
と
な
す
。
明

治
四
十
二
年
八
月
中
興
開
山
第
十
一
代
大
兼
儀
察
和
尚
に
依
り
て
本
堂
再
建
爾
来
今
日
に
及
ぶ
」
と
い
う
。
な
お
、
中
天
景
団

は
無
禿
寺
三
世
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
妙
心
寺
紀
綱
寮
に
て
録
さ
れ
た
妙
心
寺
前
堂
籍
者
名
簿
『
正
法
山
妙
心
禅
寺
前
堂
耆
旧
牒
』（
二
十
一
巻
、
妙
心
寺
）
に

は
、
四
派
小
派
・
師
承
関
係
・
転
位
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、
同
書
の
中
天
景
団
の
項
に
「
実
秀
億
嗣　

元
禄
五
年
四
月
十

五
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
中
天
景
団
は
実
秀
祖
億
（
無
禿
寺
二
世
）
の
法
嗣
で
あ
り
、
無
禿
寺
の
住
持
職
も
師
か
ら
嗣
い
で

い
る
。

【
中
天
景
団
関
係
法
系
図
】

（　

）
25

授
翁
宗
弼

無
因
宗
因

日
峰
宗
舜

義
天
玄
詔

雪
江
宗
深

景
川
宗
隆

龍
泉
派
祖

悟
渓
宗
頓

東
海
派
祖

特
芳
禅
傑

霊
雲
派
祖

東
陽
英
朝

関
山
慧
玄

（
無
相
大
師
）

妙
心
寺
開
山

景
堂
玄
訥

明
叔
慶
浚

希
菴
玄
密

梅
心
宗
鉄

松
隠
宗
岳

東
伝
宗
璵

実
秀
祖
億

聖
澤
派
祖

中
天
景
団

瑚
海
宋
珊

無
禿
寺
開
山

無
禿
寺
二
世

無
禿
寺
三
世

無
禿
寺
四
世
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中
天
景
団
の
現
存
作
例
を
見
渡
し
た
と
き
、
そ
の
作
品
が
妙
心
寺
山
内
に
三
点
伝
来
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
頂
相
作
例
は
、
妙
心
寺
塔
頭
大
法
院
に
伝
来
す
る
①
「
淡
道
宗
廉
像
」
と
妙
心
寺
本
坊
に
蔵
さ
れ
る
②
「
関
山
慧
玄
像
」

で
あ
る
。

①
「
淡
道
宗
廉
像
」
は
大
法
院
の
開
祖
像
で
あ
り
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）、
林
道
祖
桂
の
求
め
に
応
じ
て
寧
山
良
泰
（
愛

知
県
名
古
屋
市
・
政
秀
寺
七
世
）
が
着
賛
す
る
。
な
お
、
同
寺
に
は
「
華
蹊
」
な
る
人
物
に
よ
る
副
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
こ
こ

に
付
け
加
え
て
お
く
。
副
本
は
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
證
宗
祖
明
（
妙
心
寺
四
五
二
世
）
が
寧
山
の
賛
文
を
書
写
す
る
。

一
方
、
②
「
関
山
慧
玄
像
」
は
、
妙
心
寺
開
山
で
あ
る
関
山
慧
玄
の
現
存
最
古
の
頂
相
と
し
て
知
ら
れ
る
雪
江
宗
深
賛
「
関

山
慧
玄
像
」（
文
明
二
年
・
一
四
七
〇
年
賛
、
妙
心
寺
）
の
副
本
と
し
て
妙
心
寺
に
伝
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
画
像
は
、
昭
和
十

年
（
一
九
三
五
）
に
上
梓
さ
れ
た
『
妙
心
寺
六
百
年
史
』
の
巻
頭
に
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
加
藤
正
俊
氏

が
本
画
像
の
存
在
に
言
及
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
画
像
で
あ
る
。
賛
文
は
黙
雲
禅

宜
（
妙
心
寺
二
六
八
世
、
埼
玉
県
新
座
市
・
平
林
寺
八
世
、
一
六
四
八
〜
一
七
三
〇
）
が
雪
江
の
そ
れ
を
書
写
す
る
。
そ
の
末
尾
に
「
正

徳
五
年
乙
未
李
夏
日　

現
四
住
当
山
黙
雲
禅
宜
／
焚
香
九
拝
謹
写
于
見
麼
軒
」
の
款
記
が
あ
り
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）、
妙

心
寺
四
住
の
際
に
見
麼
軒
に
て
書
写
し
た
と
い
う
。
黙
雲
禅
宜
は
、
こ
の
年
の
秋
頃
に
は
妙
心
寺
住
持
職
の
任
期
を
終
え
て
平

林
寺
へ
帰
山
し
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
妙
心
寺
に
は
本
山
（
本
坊
）
の
日
単
と
も
称
す
べ
き
『
記
録
』
と
題
さ
れ
た
資
料
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
正
徳

五
乙
未
歳　

記
録　

第
二
十
四
』
の
六
月
三
日
条
に
、「
総
評
之
次
副
寺
披
露
ニ
云
先
達
テ
上
方
﹇
黙
雲
／
和
尚
﹈
エ
御
頼
被

成
ソ
ロ　

開
山
尊
像
讃
ノ
写
致
出
来
ソ
ロ
間
衆
座
エ
宜
頼
入
ソ
ロ
ト
ナ
リ
即
日
以
副
寺
謝
労
」
と
あ
る
。
正
徳
五
年
六
月
三

日
、
か
ね
て
よ
り
黙
雲
に
依
頼
し
て
い
た
開
山
（
関
山
慧
玄
）
像
の
賛
文
の
書
写
が
出
来
上
が
っ
た
旨
を
書
き
留
め
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
本
画
像
の
依
頼
主
が
本
山
（
副
寺
寮
）
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
画
像
が
妙

（　

）
26

（　

）
27

（　

）
28
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心
寺
派
寺
院
（
末
寺
）
あ
る
い
は
妙
心
寺
の
宗
風
を
慕
う
帰
依
者
か
ら
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
妙
心
寺
が
発
注
し
た

妙
心
寺
公
式
と
し
て
の
開
山
像
の
副
本
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
制
作
直
後
、
妙
心
寺
に
お
い
て
開
山
遠
諱
な

ど
の
法
会
が
執
り
行
わ
れ
て
は
お
ら
ず
、
如
何
な
る
目
的
で
本
画
像
が
制
作
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
は
詳
ら
か
で
な
い
。
こ

の
六
年
前
に
は
開
山
三
五
〇
年
遠
諱
が
厳
修
さ
れ
て
お
り
、
本
画
像
も
三
五
〇
年
遠
諱
事
業
の
一
環
と
し
て
の
制
作
で
あ
ろ
う

か
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
①
「
淡
道
宗
廉
像
」
と
②
「
関
山
慧
玄
像
」
は
、
と
も
に
開
山
像
と
し
て
重
要
な
作
例
で
あ
る
。
中
天

景
団
の
名
は
妙
心
寺
派
内
に
お
い
て
著
名
で
あ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
、
そ
の
存
在
は
妙
心
寺
派
に
お
け
る
頂
相
制
作
を
考
え

る
上
で
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

中
天
景
団
が
描
く
頂
相
は
、
③
「
東
法
純
季
像
」
を
含
め
、
頂
相
制
作
の
通
例
に
倣
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
袈
裟
や
法
被
は

色
鮮
や
か
な
彩
色
が
施
さ
れ
て
お
り
、
衣
文
描
写
は
微
細
で
あ
る
。
禅
僧
で
あ
る
も
の
の
絵
師
と
し
て
の
高
い
画
技
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
画
技
の
高
さ
か
ら
は
専
門
画
僧
的
な
活
動
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
点
、
頂
相
以
外
の
作
例
で
あ
る
④
「
布
袋
図
」
や
⑤
「
四
睡
図
」
の
存
在
に
も
注
目
し
た
い
。
④
「
布
袋
図
」
は
白
隠

下
の
禅
匠
と
し
て
名
高
い
良
哉
元
明
（
一
七
〇
六
〜
八
六
）
ゆ
か
り
の
禅
刹
で
あ
る
花
岳
寺
に
伝
来
す
る
。
上
部
に
は
、
良
哉
が

賛
文
を
賦
し
て
お
り
、
三
河
の
地
に
あ
り
、
同
時
代
を
生
き
た
二
人
の
禅
僧
に
よ
る
作
品
と
し
て
興
味
深
い
。
⑤
「
四
睡
図
」

は
妙
心
寺
塔
頭
麟
祥
院
に
伝
来
す
る
が
、
同
寺
に
お
さ
め
ら
れ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
④
「
布
袋
図
」
は

室
町
水
墨
画
の
伝
統
的
な
布
袋
図
の
図
様
に
倣
っ
て
描
か
れ
る
。
そ
の
筆
法
か
ら
は
、
狩
野
派
の
要
素
を
看
取
す
る
こ
と
が
で

き
、
狩
野
派
作
品
、
も
し
く
は
実
際
に
同
時
代
の
狩
野
派
絵
師
に
学
ん
だ
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
⑤
「
四
睡

図
」
の
存
在
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
、
古
画
に
も
通
じ
筆
法
を
使
い
分
け
る
技
術
も
兼
ね
備
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
中
天

景
団
が
伝
統
的
な
画
題
を
も
描
い
て
い
た
こ
と
を
知
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
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な
お
、
④
「
四
睡
図
」
の
款
記
に
「
山
月
堂
」
と
あ
り
、
本
作
品
を
お
さ
め
る
箱
の
蓋
表
に
は
「
四
睡
図　

山
月
堂
画　

一

軸
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
天
景
団
は
「
山
月
堂
」
と
号
し
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
③
「
東
法
純
季
像
」
に

は
「
景
団
」（
白
文
方
印
）
と
と
も
に
「
雪
獅
叟
印
」（
朱
文
方
印
）
と
判
読
で
き
る
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、「
雪
獅
叟
」
と
も
号
し

て
い
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
現
存
作
例
お
よ
び
妙
心
寺
関
係
資
料
の
記
述
を
勘
案
す
る
と
、
活
躍
期
は
十
七
世
紀
後
半
か

ら
十
八
世
紀
前
半
頃
と
想
定
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に
│
今
後
の
課
題
│

本
稿
に
お
い
て
は
、
近
世
の
妙
心
寺
派
寺
院
に
お
い
て
頂
相
制
作
を
行
っ
て
い
る
水
谷
憬
南
お
よ
び
中
天
景
団
と
い
う
二
人

の
絵
師
を
取
り
上
げ
、
作
品
各
個
の
詳
細
な
考
察
ま
で
に
お
よ
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
論
者
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
作
例

を
紹
介
し
た
。
現
存
作
例
の
数
に
加
え
、
京
都
の
み
な
ら
ず
全
国
の
妙
心
寺
派
寺
院
の
た
め
に
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
形
式
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
江
戸
期
の
頂
相
制
作
に
お
い
て
、
一
際
目
を
引
く
高
い
画
技
が
う

か
が
え
る
。
そ
の
点
、
実
態
解
明
が
待
た
れ
る
優
れ
た
絵
師
で
は
あ
る
が
、
数
少
な
い
資
料
に
よ
る
画
業
の
復
元
は
困
難
で
あ

る
の
が
現
状
と
い
え
よ
う
。

両
者
の
作
品
は
、
す
で
に
全
国
各
地
に
て
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
相
当
数
の
作
例
が
広
範
囲
に
て
見

出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
う
ち
水
谷
憬
南
は
、
妙
心
寺
派
寺
院
の
み
に
作
画
活
動
が
限
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、

妙
心
寺
派
寺
院
以
外
で
も
作
例
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
水
谷
憬
南
の
作
品
は
頂
相
作
例
の
み
に
と
ど
ま

る
が
、
仏
画
を
は
じ
め
と
す
る
多
岐
に
わ
た
る
領
域
の
作
例
を
遺
し
て
い
る
可
能
性
も
見
込
め
る
。
中
天
景
団
に
お
い
て
も
水

谷
憬
南
と
同
様
、
さ
ら
に
全
国
に
て
作
例
が
見
出
さ
れ
よ
う
。
両
者
の
作
例
お
よ
び
関
係
資
料
が
見
出
さ
れ
る
の
を
期
待
し
つ
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つ
、
現
存
作
例
の
印
章
整
理
お
よ
び
作
品
の
編
年
作
業
を
今
後
の
課
題
と
し
、
そ
の
実
態
解
明
と
画
業
の
復
元
を
試
み
た
い
。

ま
た
、
最
後
に
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
妙
心
寺
お
よ
び
妙
心
寺
派
寺
院
に
て
、
器
外
古
璉
（
京
都
府
京
都
市
・
大
心
院
一

五
世
）
が
描
い
た
寧
山
禅
慧
賛
「
関
山
慧
玄
像
」（
江
戸
時
代
・
十
九
世
紀
、
京
都
府
京
都
市
・
妙
心
寺
）
お
よ
び
春
澤
嵩
拙
賛
「
延
陵

不
珣
像
」（
文
政
十
年
・
一
八
二
七
年
、
山
梨
県
甲
州
市
・
恵
林
寺
）、
円
水
宜
応
（
静
岡
県
静
岡
市
・
心
光
院
六
世
）
に
よ
る
頑
海
慈
湛
賛

「
渭
川
周
瀏
像
」（
明
和
三
年
・
一
七
六
六
年
、
東
京
都
文
京
区
・
麟
祥
院
）
お
よ
び
頑
海
慈
湛
賛
「
義
山
全
應
像
」（
明
和
五
年
・
一
七

六
八
年
、
東
京
都
文
京
区
・
麟
祥
院
）
の
存
在
を
こ
れ
ま
で
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
器
外
古
璉
と
円
水
宜
応
は
、
近
世
に
お

け
る
妙
心
寺
派
僧
で
あ
り
、
円
水
宜
応
に
つ
い
て
は
中
天
景
団
と
活
躍
期
を
同
じ
く
す
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
に

よ
り
、
中
天
景
団
以
外
に
も
妙
心
寺
派
僧
が
頂
相
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
天
景
団
の
み

な
ら
ず
、
頂
相
画
家
と
し
て
の
一
面
を
も
つ
禅
僧
の
存
在
に
も
着
目
し
、
作
例
の
収
集
お
よ
び
行
状
と
画
業
の
解
明
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
水
谷
憬
南
お
よ
び
中
天
景
団
の
現
存
作
例
に
よ
り
、
近
世
妙
心
寺
派
に
お
け
る
頂
相
制
作
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
。
水
谷
憬
南
お
よ
び
中
天
景
団
の
み
な
ら
ず
、
頂
相
画
家
と
し
て
の
禅
僧
や
、
妙
心
寺
絵
所

の
存
在
を
も
視
野
に
入
れ
た
広
い
視
点
で
の
考
察
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。
近
世
妙
心
寺
派
に
お
け
る
頂
相
の
研
究
が
、
当
該

期
の
妙
心
寺
派
の
動
向
と
、
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
の
糸
口
と
な
り
得
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後
に

残
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（　

）
29

（　

）
30

（　

）
31
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《
図
版
》

安
禅
宜
泰
像　
　

普
山
祖
宰
賛　

水
谷
憬
南
筆　
（
岐
阜
県
大
垣
市
・
大
勝
寺
）

安
禅
宜
泰
像　

印
章
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関
山
慧
玄
像　
　

黙
雲
禅
宜
賛　

中
天
景
団
筆　
（
京
都
府
京
都
市
・
妙
心
寺
）

関
山
慧
玄
像　

印
章
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四
睡
図　
　

中
天
景
団
筆　
（
京
都
府
京
都
市
・
麟
祥
院
） 

四
睡
図　

落
款
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《
注
》

（　

） 

東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
編
『
開
山
無
相
大
師
六
五
〇
年
遠
諱
記
念　

妙
心
寺
』（
東
京
国
立
博
物
館
・

京
都
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
）

（　

） 
特
別
展
「
妙
心
寺　

禅
の
心
と
美
」
実
行
委
員
会
編
『
開
山
無
相
大
師
六
五
〇
年
遠
諱
記
念　

妙
心
寺  

禅
の
心
と
美
』（
特
別
展

「
妙
心
寺　

禅
の
心
と
美
」
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）

（　

） 

九
州
国
立
博
物
館
編
『
開
山
無
相
大
師
六
五
〇
年
遠
諱
記
念　

京
都  

妙
心
寺　

禅
の
至
宝
と
九
州
・
琉
球
』（
西
日
本
新
聞
社
、
二

〇
一
〇
年
）

（　

） 

京
都
国
立
博
物
館
編
『
室
町
時
代
の
狩
野
派
│
画
壇
制
覇
へ
の
道
│
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
九
八
年
）、
山
本
英
男
『
初
期
狩
野

派
│
正
信
・
元
信
』（「
日
本
の
美
術
」
四
八
五
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
妙
心
寺
と
狩
野
元
信
」（
前
掲
注
（
1
）
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都

国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
編
『
開
山
無
相
大
師
六
五
〇
年
遠
諱
記
念　

妙
心
寺
』）

（　

） 

花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
大
圓
寶
鑑
國
師
三
五
〇
年
遠
諱
記
念　

大
仙
寺
展
』（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）

（　

） 

大
西
芳
雄
「
東
照
宮
御
本
社
御
内
陣
の
絵
師
木
村
了
琢
に
つ
い
て
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
二
三
七
、
一
九
七
〇
年
）、
同
「
絵
仏
師
木
村
了

琢
│
東
照
宮
深
秘
の
壁
画
に
つ
い
て
│
」（『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
一
〇
、
一
九
七
五
年
）

（　

） 

徳
応
と
貞
綱
（
徳
栄
）
に
関
す
る
主
要
文
献
は
、
秋
山
光
和
「
平
等
院
鳳
凰
堂
絵
画
の
研
究
」（『
平
等
院
大
観　

第
三
巻　

絵
画
』
岩
波
書

店
、
一
九
九
二
年
）、
同
「
絵
所
左
京
徳
悦
の
画
業
と
後
継
者
左
近
貞
綱
徳
栄
」（
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
宝
物
館
編
『
修
理
完
成
記
念　

東
寺
の
十

二
神
将
像
│
モ
デ
リ
ン
グ
の
妙
│
』
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
宝
物
館
、
一
九
九
八
年
）、
濱
田
直
嗣
『
東
北
の
原
像
│
美
の
風
土
と
人
の
文
化
誌
』

（
創
童
舎
、
二
〇
〇
一
年
）、
仙
台
市
博
物
館
編
『
武
家
と
禅
│
伊
達
氏
と
み
ち
の
く
の
禅
宗
寺
院
│
』（
仙
台
市
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
福

岡
市
美
術
館
編
『
近
世
の
絵
仏
師
展
』（
福
岡
市
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
樋
口
智
之
「
絵
仏
師
德
応
・
貞
綱
の
肖
像
画
制
作
に
つ
い

て
│
瑞
巌
寺
僧
関
係
作
品
を
中
心
に
│
」（『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
二
五
、
二
〇
〇
五
年
）、
渡
邊
雄
二
「
萬
福
寺
の
涅
槃
図
の
作

1234567
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者
德
応
に
つ
い
て
」（『
黄
檗
文
華
』
一
二
五
、
二
〇
〇
六
年
）、
門
脇
む
つ
み
「
近
世
の
絵
仏
師
﹇
徳
悦
、
徳
応
、
貞
綱
（
德
栄
）﹈
の
肖

像
画
制
作
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』（
年
報
第
三
二
号
別
冊
）、
二
〇
一
五
年
）

（　

） 
西
村
惠
信
『
東
嶺
和
尚
年
譜
』（「
近
世
禅
僧
伝　

八
」、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
）【
五
頁
・
挿
図
】

（　

） 
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
湯
島  

麟
祥
院　

春
日
局
と
峨
山
慈
棹
』（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
）【
作
品
番
号
16
】

（　

） 

前
掲
注
（
5
）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
大
圓
寶
鑑
國
師
三
五
〇
年
遠
諱
記
念　

大
仙
寺
展
』【
作
品
番
号
41
】

 

芳
山
祖
海
（
？
〜
一
七
六
六
）
は
大
仙
寺
一
三
世
、
普
山
祖
宰
は
慈
渓
寺
（
岐
阜
県
大
垣
市
）
五
世

（　

） 『
慈
雲
山
福
聚
寺
所
蔵
品
目
録
│
慈
雲
山
福
聚
寺
歴
史
資
料
調
査
報
告
書
│
』（「
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
二
十
二
集
」、
久
留
米
市

教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）、
前
掲
注
（
3
）
九
州
国
立
博
物
館
編
『
開
山
無
相
大
師
六
五
〇
年
遠
諱
記
念　

京
都  

妙
心
寺　

禅
の

至
宝
と
九
州
・
琉
球
』【
作
品
番
号
84
】

 

古
月
禅
材
（
一
六
六
七
〜
一
七
五
一
）
は
大
光
寺
（
宮
崎
県
宮
崎
市
）
四
二
世
・
福
聚
寺
（
福
岡
県
久
留
米
市
）
開
山
、
翠
巌
従
真
（
一
六

八
三
〜
一
七
七
二
）
は
大
光
寺
四
三
世

（　

） 

安
禅
宜
泰
は
大
勝
寺
三
世
、
普
山
祖
宰
は
慈
渓
寺
（
岐
阜
県
大
垣
市
）
五
世

（　

） 

花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
東
嶺
圓
慈　

禅
画
と
墨
蹟　

龍
澤
寺
・
齢
仙
寺
と
近
江
の
禅
寺
所
蔵
作
品
』（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
二
年
）【
作
品
番
号
3
】

 

東
嶺
圓
慈
（
一
七
二
一
〜
九
二
）
は
龍
澤
寺
二
世

（　

） 

前
掲
注
（
13
）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
東
嶺
圓
慈　

禅
画
と
墨
蹟　

龍
澤
寺
・
齢
仙
寺
と
近
江
の
禅
寺
所
蔵
作
品
』【
作
品

番
号
4
】

 

千
巌
祖
鈞
は
齢
仙
寺
四
世
、
東
嶺
圓
慈
（
一
七
二
一
〜
九
二
）
は
龍
澤
寺
二
世

（　

） 

前
掲
注
（
13
）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
東
嶺
圓
慈　

禅
画
と
墨
蹟　

龍
澤
寺
・
齢
仙
寺
と
近
江
の
禅
寺
所
蔵
作
品
』【
作
品

89101112131415
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番
号
5
】

 

昊
巌
義
喬
は
齢
仙
寺
五
世
、
東
嶺
圓
慈
（
一
七
二
一
〜
九
二
）
は
龍
澤
寺
二
世

（　

） 
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
滅
却
心
頭
火
自
涼　

甲
斐
の
名
刹
・
恵
林
寺
の
至
宝
』（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）【
作
品
番

号
21
】

 

古
林
義
発
（
一
七
一
五
〜
七
八
）
は
恵
林
寺
四
五
世
、
月
舩
禅
慧
（
一
七
〇
二
〜
八
一
）
は
高
乾
院
（
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
）
二
一
世

（　

） 

前
掲
注
（
8
）
西
村
惠
信
『
東
嶺
和
尚
年
譜
』

（　

） 

花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
大
法
院
展　

真
田
家
と
佐
久
間
象
山
ゆ
か
り
の
文
化
財
』（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
）【
作
品

番
号
1
】

 

淡
道
宗
廉
は
大
法
院
開
祖
、
寧
山
良
泰
は
政
秀
寺
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
七
世

（　

） 

大
本
山
妙
心
寺
編
『
妙
心
寺
六
百
年
史
』（
妙
心
寺
開
創
六
百
年
紀
念
・
雪
江
禅
師
四
百
五
十
年
遠
諱
大
法
会
局
、
一
九
三
五
年
）【
巻
頭
口
絵
】

 

関
山
慧
玄
（
一
二
七
七
〜
一
三
六
一
）
は
妙
心
寺
開
山
、
黙
雲
禅
宜
（
一
六
四
八
〜
一
七
三
〇
）
は
平
林
寺
（
埼
玉
県
新
座
市
）
八
世

（　

） 

前
掲
注
（
16
）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
滅
却
心
頭
火
自
涼　

甲
斐
の
名
刹
・
恵
林
寺
の
至
宝
』【
作
品
番
号
19
】

 

東
法
純
季
（
一
六
六
四
〜
一
七
二
二
）
は
恵
林
寺
四
二
世
、
古
月
禅
材
（
一
六
六
七
〜
一
七
五
一
）
は
大
光
寺
（
宮
崎
県
宮
崎
市
）
四
二

世
・
福
聚
寺
（
福
岡
県
久
留
米
市
）
開
山

（　

） 

志
水
一
行
「〈
表
紙
解
説
〉　

布
袋
図　

良
哉
元
明
賛
・
中
天
景
団
筆
」（『
禅
文
化
』
二
三
六
、
二
〇
一
五
年
）

 

良
哉
元
明
（
一
七
〇
六
〜
八
六
）
は
花
岳
寺
五
世

（　

） 

花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
妙
心
寺
麟
祥
院
所
蔵
絵
画
資
料
目
録
』（「
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
資
料
叢
書　

第
一
輯
」、
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
一
年
）【
作
品
番
号
38
】

（　

） 

妙
心
寺
派
宗
務
本
所
総
務
部
編
『
昭
和
改
訂　

正
法
山
妙
心
禅
寺
宗
派
図　

別
巻
一　

総
索
引　

人
名
簿
』（
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
、

1617181920212223
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一
九
七
七
年
）

（　

） 

妙
心
寺
派
宗
務
本
所
総
務
部
編
『
昭
和
改
訂　

正
法
山
妙
心
禅
寺
宗
派
図　

三　

龍
泉
派
下
景
堂
門
派
』（
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
、
一

九
七
七
年
）

（　

） 
前
掲
注
（
24
）
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
総
務
部
編
『
昭
和
改
訂　

正
法
山
妙
心
禅
寺
宗
派
図　

三　

龍
泉
派
下
景
堂
門
派
』

（　

） 

前
掲
注
（
19
）
大
本
山
妙
心
寺
編
『
妙
心
寺
六
百
年
史
』

（　

） 

加
藤
正
俊
『
関
山
慧
玄
と
初
期
妙
心
寺
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）

（　

） 

玉
村
竹
二
・
葉
貫
磨
哉
『
平
林
寺
史
』（
平
林
寺
、
一
九
八
七
年
）、
埼
玉
県
立
博
物
館
編
『
特
別
展　

平
林
寺
』（
埼
玉
県
立
博
物
館
、
二

〇
〇
三
年
）、
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
武
蔵
野
の
禅
刹　

平
林
寺
│
伝
来
の
書
画
名
宝
展
│
』（
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
）

（　

） 

前
掲
注
（
16
）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
滅
却
心
頭
火
自
涼　

甲
斐
の
名
刹
・
恵
林
寺
の
至
宝
』【
一
三
〇
頁
・
恵
林
寺
所
蔵

頂
相
】

（　

） 

前
掲
注
（
9
）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
湯
島  

麟
祥
院　

春
日
局
と
峨
山
慈
棹
』【
作
品
番
号
8
】

（　

） 

前
掲
注
（
9
）
花
園
大
学
歴
史
博
物
館
編
『
湯
島  

麟
祥
院　

春
日
局
と
峨
山
慈
棹
』【
作
品
番
号
14
】
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